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１ はじめに 

 

平成 30年 6月 15日、未来投資戦略 2018が閣議決

定され、IoT 技術、ビックデータ、人工知能（AI）お

よびロボットなどの第 4 次産業革命に関連する国内

外の技術革新を駆使し、Society 5.0、データ駆動型社

会の実現を目標とすることが表明された 1)。これに先

立ち、平成 27年にはニューヨーク国連本部にて、国

連加盟国は 2015年から 2030年までに貧困と飢餓、

エネルギー、気候変動、平和的社会など17項の目標、

すなわち SDGs（Sustainable Development Goals持続可

能な開発目標）の達成に尽くすことが採択された 2)。

そこに盛り込まれている 2 つ目の目標テーマは「飢

餓・持続可能な農業」であり、飢餓撲滅のために、

農業の生産性を向上させなければならないと云われ

ている。一方、我が国に目を向ければ、農業従事者

の高齢化と後継者不足 3)に悩まされており、これまで

の経験と知恵で支えられてきた農業技術に代替でき

る新たな先進的農業技術の開発と人材育成に基づい

た高効率な農業生産が必要 4)であると云われている。

都城工業高等専門学校（以下、都城高専あるいは本

校）では、人材育成の観点から平成 26・27年度に農

工連携活動の調査研究 5),6)を実施し、従来からある高

専教育をベースとし農林水産業に貢献し得る技術者

を育成する教育と研究の必要性および地域貢献の可

能性に関する検討を行った。それらの成果は既報 7)-9)

にまとめられている。そして SDGsが採択された平

成 27 年度から、専攻科特別実験にて農業関連の実

習・実験を開始した。その後、平成 29 と 30 年度、

本校が申請した文部科学省単年度事業の“KOSEN（高

専）4.0”イニシアティブ（事業名「国際性および社会

実装力を育む教育システムの開発～地域ニーズに基
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づくアグリエンジニアリング教育をベースとして

～」）に採択を受け、後述する農工学教育の一部がす

でに実施 10)され、あるいはそれの新設に向けて準備

を行っているところである。 

本論は、主に“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ

に関連した本校機械工学科および機械電気工学専攻

にて実施している農工学に関する実験教育と、今後

の取り組みについて報告するものである。次の第 2

章では、機械工学科の本科 1 年生から専攻科 2 年生

で現在実施している農工学実験教育を中心に紹介す

る。最後に第 3 章にて、一貫性のある農工学教育の

目標とそれを構築するための新たな教育科目の準備

状況を述べる。 

 

２ 現在実施している農工学実験教育の紹介 

 

“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブの予算支援と

グローカル農工学教育研究センターの協力の下、機

械工学科の 1年生、3年生、4年生、そして専攻科 1

年生で実施している農工学実験教育について述べる。

また最後に大分高専が中心となって実施している専

攻科1年のTV会議システム授業および農業インター

ンシップについて触れる。 

 

２.１ 機械工学概論（機械工学科 1年、後期 1単位、

必修） 

 

 この科目 11),12)は、後期 15回の授業のうち 8回を用

いて、教育版ロボット（レゴマインドストーム）を

利用し、プログラミング、制御、センサーを学習し

ている（担当：土井猛志教員他、機械工学科教員 3

名）。基本操作等を理解、習得した後に 5～6 名のグ

ループを 8 組編成し、競技会に取り組む。競技課題

は農業と工業の関わりを競技ルールに盛り込ませた。

図 1 は競技会で用いた競技フィールドを示したもの

であり、農産物（例えばトマトとピーマン）の自動

選別を連想させた競技フィールドとした。またこの

ロボットは光センサーを利用したライントレース機

能が搭載され、色彩を定量判別でき、対象物の選別

など各種行動パターンプログラミングしてマシン自

走稼働させることができる。競技フィールド上の条

件をすべて達成するまでのタイムレースで競わせ、

学生への動機付けとしている。 

 

２.２ 3 年生学科開放（機械工学科 3 年、文化祭に

向けた課外活動） 

 

 平成 29年度、機械工学科 3年生の学科開放活動（担

任：高橋明宏教員）はクラスで 4 つのテーマを選定

した。その内のひとつが農作物に関するものであり、

植物工場の概要を調査し、且つ植物生理機構を平易

なテキストにまとめることを行った。 

 図 2 は植物成長に必要な要素（水、二酸化炭素、

温度、風、栄養など）をまとめた展示物を示したも

のである。文化祭当日は、色彩が異なるランプによ

って、植物成長に変化が現れるかの簡易実験の成果

も展示した。 

 学科開放の活動はクラス毎で異なり、また授業で

はないために持続的な取り組みとはいえない。その

ため、改めて 3 年生での農工学実験教育を導入する

必要がある。 

 

２.３ 創造設計（機械工学科 4 年、通年 4 単位、必

修） 

 

 この科目の授業時間は通年の週 2コマ 60回であり、

機械製図、機械設計、機械工作、CAD の機械工学知

識を駆使し、企画、設計、製作、改善までの一貫し

たものづくりを学ぶものである（担当：土井猛志教

員）。授業前半は 3 次元 CAD 習得と製作課題に対す

るアイディア設計を実施し、1班 5名程度のグループ

を 8 組編成し、最終的に実演会で発表させている。

競技課題は、2.1節で述べた機械工学概論の教育用ロ

ボット課題から拡張させて、農作物の選別と梱包を

図 1 農工学教育に関連付けた競技フィールド 図 2 平成 29年度機械工学科 3年生学科開放での 

植物に関する展示物 
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行う工場内のライン設計をイメージしたものにした。

図 3 は製作物実演会の様子、図 4 は製作物の一例を

それぞれ示したものである。なお、製作物は 1 班あ

たり 15,000円の製作予算としている。今回、手動制

御による成果物が多く、センサー等を用いた制御機

構にチャレンジする班はごくわずかであった。この

ことから、次回以降に向けてマイコン・センサーを

利用した機器制御に関する講義・演習にするべく初

歩的な教材の選定・導入を計画している。 

 

２.４ 冷凍機に関する工学実験（機械工学科 5 年、

前期 2単位、必修） 

 

この科目の実験授業（工学実験）は、前期週 2 コ

マ15回の中の熱力学に関する実験テーマのひとつで

ある。熱収支（熱エネルギーやり取り）、ヒートポン

プ、省エネに関する基礎知識に基づき、水から氷へ

の相変化を熱エネルギー論的に捉え、総合的な熱力

学を学ぶものである（担当：白岩寛之教員）。図 5は

本実験で用いている冷凍機実験装置である。これを

用いて、図 6 に示した P-H（圧力-エンタルピー）線

図の作図を実施する。これによって冷凍機装置を設

計する上で重要なスキル取得が可能である。 

 

 

 

 

 

２.５ 専攻科特別実験（機械電気工学専攻 1 年、通

年 4単位） 

 

農業実習は平成27年度から本格的に実施している。

本校敷地内に設けた第一から第三農園（図 7）を活用

し、開講時期（毎年 4月～６月が植え付け、7月～11

月が収穫と後片付け）、受講専攻科人数、作物連作障

害を勘案して、サツマイモ、枝豆、落花生等を栽培

している。農業を知るには路地栽培（畑整備、植え

付け、収穫、後工程の年間作業）を経験することが

肝要であり、同時に土壌性状、農薬、鳥獣被害につ

いても学ぶ。図 8 は農業実習の様子を示したもので

ある。また毎年 7 月には（有）都城ワイナリーにて

ブドウの芽かき実習を行っており、圃場で専門家か

らのレクチャーを受けている（図 9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 7 本校における各農園の設置場所 

図 5 冷凍機実験装置 

図 6 P-H線図 

第三農園

第一農園第二農園

運動場

プール

建築学科棟

高千穂寮

 

図 3 製作物実演会の様子 

図 4 製作物の一例 

 

 

第53号                 都城高専における農工学に関する実験教育                     －31－ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ウネつくり（4月）

成長観察（7月）植え付け作業（4月）

サツマイモ植え付け指導（4月）

 

 

 

 

 

２.６ 機械電気工学専攻 1 年での農学概論（前期、

特別学修単位） 

 

農学概論 14)であるが、これは平成 29年度に専攻科

科目（本校では現在特別学修単位として取り扱う）

として開講され、図 10 に示す教科書（「工学技術者

のための農学概論」理工図書）15)を用いて実施して

いる。この教科書の編集および執筆は、本校の濵田

英介名誉教授（元物質工学科教授）が携わった。授

業配信方法であるが、以前は全国高専の TV 会議シス

テム（GI ネット会議システム）を活用していたが、

平成 30年度は大分高専から供与された協働 TV 講義

システムを用いて行った。図 11はその講義システム

を用いた授業の様子を示している。授業進行に支障

がなく、3高専（大分・一関・都城）を双方向遠隔通

信でつないだ同時授業のメリットが発揮されている。

なお、農学概論の受講者数は、平成 29年度 6名、平

成 30年度 4名であった。 

 

３ 一貫性のある農工学教育の目標とそれに向けた

準備状況 

 

 地域ニーズに基づく課題（農業等）の解決および

地域貢献を端緒とし、本校教育理念に沿った高度エ

ンジニアの育成を可能にする教育システムの開発を

図ることを目的として、且つ第 4 期中期目標との対

応を認識しつつ、平成 29年度に本校においてグロー

カル農工学教育研究センター（センター長：髙木夏

樹教員）が設立された。機械工学科では、本科 1 年

生から機械電気工学専攻 2 年生の間で、各年で 2～4

単位の科目に加除修正を加え、農工学に関する一貫

性のある実践教育の構築を目指している。機械工学

を主軸とした学問および技術体系の修得に合わせて、

異分野の農学・農業の知識を少しでも会得すること

で、新たな技術や価値を創造できる技術者の育成を

目標とした。そこで、現在 2～3の農工学に関与する

新たな実験系科目の準備を行っている。表 1 は、す

でに実施している農工学教育科目、および平成 31年

度に機械工学科と機械電気工学専攻への導入を目指

している新規農工学実験教育を追加して示したもの

である。この中から、本章では 2 年生全体で計画し

 

図 9 （有）都城ワイナリーでの芽欠き実習 

図 8 平成 30年度サツマイモ栽培実習の様子 

学年 科目名
新規科目
に○

本科
1年生

1)機械工学概論

本科
2年生

1)都城高専2年生アイディアソン
○

本科
3年生

1)基礎実験（ドローン操作実験）
2)基礎実験（農気象IoT実験）

○

本科
4年生

1)創造設計
2)工学実験（農業用ポンプ）

○（工学実験）

本科
5年生

1)工学実験（冷凍機）
2)卒業研究

専攻科
1年生

1)農学概論,

2)特別実験（農業実習,環境制御実験, 

温熱環境実験）, 
3)農業インターンシップ

○（農業イン
ターンシップ）

専攻科
2年生

1)専攻科特別研究Ⅱ

表 1 一貫性のある農工学教育（目標） 

図 10 農学概論の教科書 

図 11 農学概論で用いている協働 TV 講義システ 

ムと授業の様子 

協働TV講義システム

VTRカメラ
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ているアイディアソン活動、そして機械工学科 3 年

生のドローン操作実験、最後に専攻科生の農業イン

ターンシップの 3つについて述べることにする。 

2 年生向けの農工学活動として、平成 30 年度 10

月、特別活動を利用して試行的にアイディアソンの

講義を行うことにした（図 12）。このアイディアソン
16)とはアイディアとマラソンを組み合わせた造語で

あり、特定の課題に対して多様なメンバーを集め、

対話を通じて新しいアイディア、プラン、モデルを

短時間で作り出そうとする集合知の作り方の一種で

ある。低学年の時期にアイディア創出方法を学ぶこ

とで、様々な場面に活かすことができる。しかし、

直接的な農工学教育とはいえず、改善が必要と思わ

れる。 

 次に農工学教育として、機械工学科 3 年生ではド

ローン操作実験を計画している。図 13は、実験で用

いるドローンによって、上空 80mの高さから撮影し

た本校の写真である。ドローンは農業分野と共に、

海陸測量調査、防災、保守点検、物流輸送、などへ

の展開 17)が求められている。基本的なドローンの基

礎知識習得と操作実験を行うことで、あらゆる分野、

産業に貢献できる機械技術者への育成が期待できる。 

最後に専攻科 1 年生向けの農業インターンシップ

であるが、これは平成 30年 3月に締結した新富町お

よび一般財団法人こゆ地域づくり推進機構（こゆ財

団）との農畜産振興連携・協力に関する協定に基づ

く活動の一つである。地域農業振興と実践的な人材

育成への取り組みとして期待できる。図 14は協定締

結に関する新聞記事 18)である。今回、平成 30年 9月

18日から 21日の 4日間、専攻科 1年生（機械工学科

出身 3 名）について、新富町の富田浜スポーツ交流

センターを拠点に施設園芸（ピーマン）での農作業

（圃場整備、収穫、園芸施設のビニール張り等）を

実施した。今後の農業インターンシップ継続のため

に参加した学生にはアンケート調査に協力してもら

った。 

 

４ おわりに 

 

今後の地域ニーズに基づく課題（農業等）の解決

および地域貢献のため、国際性および社会実装力を

身に付けた創造性豊かな高度エンジニアの育成と、

図 12 平成 30年度の本科 2年生向けアイ 

ディアソン講義の要項 

図 13 ドローンを用いた本校上空からの写真 

図 14 都城高専, 新富町およびこゆ地域づくり 

推進機構における協定締結報道 
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第 4 期中期目標への展開を俯瞰しつつ、都城高専機

械工学科では、一貫性のある農工学教育を新規に立

ち上げつつある。農工連携を見据えた高専教育は全

国的にも珍しい 19)。しかし、先般の全国高専フォー

ラムでは農工学に関する科目をカリキュラムに取り

入れた事例が発表され、益々農工学教育の重要性が

全国規模で広がっていくと思われる。 

今後、成果目標の達成だけに留まることなく、科

目改善点検や学内外評価を繰り返し実施し、一過性

でない持続的発展を視座とした取り組みが求められ

ることを常に認識しなければならない。本論で述べ

たように、まだいくつかの課題が残されており、今

後“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブの外部評価委

員会や学外識者によるマネジメント評価等からの批

評を受け、PDCA サイクルを循環させ、持続可能な

農工学教育体系を構築したい。さらに本報で紹介し

た内容は、最近実施した実験教育であることから、

今後は受講生へのアンケートやヒアリング調査によ

る実験授業評価のチェックが必要であると考えてい

る。 
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